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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　鋼桁と、

　前記鋼桁の上面に載置された床版と、

　前記鋼桁と前記床版とを接合する固定部材と、を備える床版接合構造であって、

　前記固定部材は、前記鋼桁の上フランジの下面とウェブの側面との角部に固定されてお

り、

　前記鋼桁のウェブの側面に固定された固定片と、

　前記ウェブと交差する方向に延設された上片と、

　前記上片の上面に立設された接合用ジベルと、を備えており、

　前記上片の先端部は、前記フランジの側端よりも突出しており、

　前記接合用ジベルは、前記上片の先端部に固定されているとともに前記床版に挿入され

ていることを特徴とする、床版接合構造。

【請求項２】

　一対の前記固定部材が、前記鋼桁のウェブを挟んで対向しており、

　前記一対の固定部材の固定片同士が、前記ウェブを貫通したボルトにより固定されてい

ることを特徴とする、請求項１に記載の床版接合構造。

【請求項３】

　前記固定部材が、前記鋼桁の軸方向に沿って連続する形鋼であることを特徴とする、請

求項１または請求項２に記載の床版接合構造。
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【 請 求 項 ４ 】

　 鋼 桁 の 上 面 に 固 定 さ れ た 既 設 床 版 を 撤 去 す る 撤 去 工 程 と 、

　 前 記 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ と の 角 部 に 固 定 部 材 を 固 定 す る 固 定 部 材 取 付 工 程 と 、

　 前 記 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ に 新 設 床 版 を 載 置 す る 床 版 載 置 工 程 と 、 を 備 え る 床 版 更 新 方 法 で

あ っ て 、

　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 上 フ ラ ン ジ の 側 方 に お い て 上 向 き に 突 出 す る 接 合 用 ジ ベ ル を 備 え

て お り 、

　 前 記 床 版 載 置 工 程 で は 、 前 記 新 設 床 版 に 形 成 さ れ た 箱 抜 き に 前 記 接 合 用 ジ ベ ル を 挿 入 す

る こ と を 特 徴 と す る 、 床 版 更 新 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 固 定 部 材 取 付 工 程 で は 、 前 記 ウ ェ ブ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 一 対 の 前 記 固 定 部 材 を

配 設 し 、 前 記 一 対 の 固 定 部 材 お よ び 前 記 ウ ェ ブ を 貫 通 す る ボ ル ト に ナ ッ ト を 締 着 す る こ と

を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 床 版 更 新 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 床 版 接 合 構 造 お よ び 床 版 更 新 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 床 版 更 新 工 事 と し て 、 老 朽 化 し た 床 版 を 鋼 桁 か ら 撤 去 し た 後 、 新 設 の 床 版 を 鋼 桁 に 設 置

す る 場 合 が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

　 床 版 の 更 新 （ 取 り 換 え ） は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 既 設 の 床 版 を 破 砕 す る こ と に よ り 細 か く

分 割 し て 撤 去 し た 後 、 新 設 の 床 版 を 鋼 桁 上 に 載 置 す る の が 一 般 的 で あ る 。 と こ ろ が 、 床 版

を 破 砕 す る に は 手 間 と 時 間 が か か る 。 ま た 、 破 砕 の 際 に 生 じ る 騒 音 や 振 動 に よ っ て 近 隣 に

影 響 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 。

　 そ の た め 、 床 版 の 更 新 方 法 と し て 、 既 設 の 床 版 と 鋼 桁 と の 接 合 部 を 切 断 す る こ と で 、 比

較 的 簡 易 か つ 早 期 に 床 版 を 撤 去 す る 場 合 が あ る 。 こ の と き 、 床 版 と 鋼 桁 と の 接 合 部 材 と し

て 鋼 桁 の 上 面 に 突 設 さ れ た 接 合 用 ジ ベ ル （ ス タ ッ ド ジ ベ ル 等 ） は 、 既 設 の 床 版 の コ ン ク リ

ー ト と も に 切 断 す る 。 そ の た め 、 床 版 を 新 設 す る 際 に は 、 既 設 の 鋼 桁 の 上 面 に 新 た な 接 合

用 ジ ベ ル を 溶 接 し 、 こ の 接 合 用 ジ ベ ル を 巻 き 込 ん だ 状 態 で 新 設 の 床 版 を 設 置 す る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 鋼 桁 の ウ ェ ブ の 上 部 分 を 切 断 す る こ と で 、 既 設 の 床 版 と と も に

鋼 桁 の 上 部 分 を 撤 去 し た 後 、 鋼 桁 の 上 部 分 を 備 え る 新 設 の 床 版 を 既 設 の 鋼 桁 の 下 部 分 と 接

合 す る 床 版 更 新 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ５ ６ ４ ３ ０ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ３ ９ ３ ６ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 鋼 桁 の 上 面 に 接 合 用 ジ ベ ル を 新 設 す る た め に は 、 鋼 桁 の 上 面 に 残 存 す る コ ン ク リ ー ト を

ケ レ ン し て 除 去 す る 必 要 が あ る た め 、 そ の 作 業 に 手 間 が か か る 。 ま た 、 接 合 用 ジ ベ ル の 溶

接 作 業 に も 手 間 が か か る 。

　 ま た 、 鋼 桁 を ウ ェ ブ に お い て 切 断 す る 方 法 は 、 鋼 桁 の 下 部 分 の ウ ェ ブ と 上 部 分 の ウ ェ ブ

と の 接 合 面 を 突 き 合 わ せ た 状 態 で 接 合 す る 必 要 が あ る た め 、 そ の 作 業 に 手 間 が か か る 。 ま

た 、 ウ ェ ブ 同 士 の 接 合 部 で は 、 桁 軸 に 沿 っ て 多 数 の ボ ル ト 孔 を 形 成 す る 必 要 が あ る た め 、

そ の 作 業 に も 手 間 が か か る 。 さ ら に 、 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ を 撤 去 す る こ と で 鋼 桁 の 耐 力 が 低

下 す る た め 、 鋼 桁 の 耐 力 を 増 加 さ せ る た め の 補 強 工 が 必 要 と な る 。

　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 床 版 更 新 工 事 に お け る 施 工 時 の 手 間 を 削 減 し 、 工 期 短
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縮 化 を 図 る こ と を 可 能 と し た 床 版 接 合 構 造 お よ び 床 版 更 新 方 法 を 提 案 す る こ と を 課 題 と す

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 床 版 接 合 構 造 は 、 鋼 桁 と 、 前 記 鋼 桁 の 上 面 に 載 置 さ

れ た 床 版 と 、 前 記 鋼 桁 と 前 記 床 版 と を 接 合 す る 固 定 部 材 と を 備 え る も の で あ っ て 、 前 記 固

定 部 材 は 、 前 記 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ の 下 面 と ウ ェ ブ の 側 面 と の 角 部 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記

鋼 桁 の ウ ェ ブ の 側 面 に 固 定 さ れ た 固 定 片 と 、 前 記 ウ ェ ブ と 交 差 す る 方 向 に 延 設 さ れ た 上 片

と 、 前 記 上 片 の 上 面 に 立 設 さ れ た 接 合 用 ジ ベ ル と を 備 え て お り 、 前 記 上 片 の 先 端 部 は 前 記

フ ラ ン ジ の 側 端 よ り も 突 出 し て お り 、 前 記 接 合 用 ジ ベ ル は 前 記 上 片 の 先 端 部 に 固 定 さ れ て

い る と と も に 前 記 床 版 に 挿 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 か か る 床 版 接 合 構 造 に よ れ ば 、 固 定 部 材 を 介 し て 鋼 桁 と 床 版 と を 接 合 す る た め 、 鋼 桁 の

上 面 に 新 た に 接 合 用 ジ ベ ル を 形 成 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 床 版 更 新 工 事 に お け る 鋼 桁

の 上 面 の ケ レ ン 作 業 や 接 合 用 ジ ベ ル の 設 置 作 業 に 要 す る 手 間 を 省 略 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 一 対 の 前 記 固 定 部 材 を 前 記 鋼 桁 の ウ ェ ブ を 挟 ん で 対 向 さ せ て 、 前 記 一 対 の 固 定 部

材 の 固 定 片 同 士 を 前 記 ウ ェ ブ を 貫 通 し た ボ ル ト に よ り 固 定 す れ ば 、 固 定 部 材 を 固 定 す る た

め の 固 定 手 段 を 別 途 用 い る こ と な く 固 定 部 材 を 固 定 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 記 固 定 部 材 が 、 前 記 鋼 桁 の 軸 方 向 に 沿 っ て 連 続 す る 形 鋼 で あ れ ば 、 固 定 部 材 に

よ り 鋼 桁 を 補 強 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 床 版 の 更 新 に 伴 い 、 鋼 桁 に 作 用 す る 力

が 増 加 し た 場 合 で あ っ て も 、 所 望 の 耐 力 を 発 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 床 版 更 新 方 法 は 、 鋼 桁 の 上 面 に 固 定 さ れ た 既 設 床 版 を 撤 去 す る 撤 去 工 程

と 、 　 前 記 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ と ウ ェ ブ と の 角 部 に 固 定 部 材 を 固 定 す る 固 定 部 材 取 付 工 程 と

、 前 記 鋼 桁 の 上 フ ラ ン ジ に 新 設 床 版 を 載 置 す る 床 版 載 置 工 程 と を 備 え る 床 版 更 新 方 法 で あ

っ て 、 前 記 固 定 部 材 は 前 記 上 フ ラ ン ジ の 側 方 に お い て 上 向 き に 突 出 す る 接 合 用 ジ ベ ル を 備

え て お り 、 前 記 床 版 載 置 工 程 で は 前 記 新 設 床 版 に 形 成 さ れ た 箱 抜 き に 前 記 接 合 用 ジ ベ ル を

挿 入 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。

　 か か る 床 版 更 新 方 法 に よ れ ば 、 鋼 桁 の 上 面 に 新 た に 接 合 用 ジ ベ ル を 形 成 す る 必 要 が な い

た め 、 撤 去 工 程 後 の 鋼 桁 の 上 面 の ケ レ ン 作 業 や 接 合 用 ジ ベ ル の 設 置 作 業 に 要 す る 手 間 を 省

略 す る こ と が で き る 。 ま た 、 新 設 床 版 は 、 接 合 用 ジ ベ ル が 箱 抜 き に 挿 入 さ れ る よ う に 配 置

す れ ば よ い た め 、 位 置 決 め が 容 易 と な り 、 施 工 性 に 優 れ て い る 。

　 な お 、 前 記 固 定 部 材 取 付 工 程 で は 、 前 記 ウ ェ ブ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 一 対 の 前 記 固 定

部 材 を 配 設 し 、 前 記 一 対 の 固 定 部 材 お よ び 前 記 ウ ェ ブ を 貫 通 す る ボ ル ト に ナ ッ ト を 締 着 す

る の が 望 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 床 版 と 鋼 桁 の 接 合 構 造 お よ び 床 版 更 新 方 法 に よ れ ば 、 床 版 更 新 工 事 に お け る 施

工 時 の 手 間 を 削 減 し 、 ひ い て は 、 工 期 の 短 縮 化 が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 床 版 接 合 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ に 示 す 床 版 接 合 構 造 の 詳 細 を 示 す 断 面 図 、 （ ｂ ） は 同 斜 視 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 床 版 更 新 方 法 の 各 工 程 を 示 す 断 面 図 で

あ る 。

【 図 ４ 】 他 の 形 態 に 係 る 床 版 接 合 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 そ の 他 の 形 態 に 係 る 床 版 接 合 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 床 版 更 新 工 事 と し て 、 老 朽 化 し た 既 設 の 床 版 を 鋼 桁 か ら 撤 去 し
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た 後 、 新 設 の 床 版 を 鋼 桁 に 設 置 す る 場 合 に 採 用 す る 床 版 接 合 構 造 お よ び こ れ を 利 用 し た 床

版 更 新 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 本 実 施 形 態 の 床 版 接 合 構 造 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 鋼 桁 ２ と 、 床 版 ３ と 、 固 定 部 材 ４

と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 鋼 桁 ２ は 、 道 路 橋 に お い て 、 床 版 ３ を 支 持 す る 主 桁 で あ っ て 、 既 設 の 床 版 を 撤 去 し た 後

も そ の ま ま 残 置 さ せ た 既 設 部 材 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 の 鋼 桁 ２ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 下 の フ ラ ン ジ ２ １ ， ２ ２ と 、 両 フ

ラ ン ジ ２ １ ， ２ ２ の 間 に 設 け ら れ た ウ ェ ブ ２ ３ に よ り 断 面 視 Ｉ 字 状 を 呈 し て い る 。 な お 、

鋼 桁 ２ を 構 成 す る 材 料 お よ び 鋼 桁 ２ の 断 面 形 状 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。

　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 下 の フ ラ ン ジ ２ １ ， ２ ２ と ウ ェ ブ ２ ３ に よ り 形 成 さ れ た 空

間 に は 、 所 定 の 間 隔 を あ け て リ ブ ２ ４ ， ２ ４ ， … が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 リ ブ ２ ４ は 、

必 要 に 応 じ て 設 置 す れ ば よ い 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 １ 枚 の 床 版 ３ を ３ 本 の 鋼 桁 ２ に よ り 支 持 し て い る

。 な お 、 床 版 ３ を 支 持 す る 鋼 桁 ２ の 数 は 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 床 版 ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 鋼 桁 ２ の 上 面 に 載 置 さ れ た 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 板 状 部 材

で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 床 版 ３ と し て 、 工 場 等 で 生 産 さ れ た プ レ キ ャ ス ト 部 材 を 採 用 す

る 。

　 床 版 ３ に は 、 鋼 桁 ２ の 位 置 に 対 応 し て 複 数 の 箱 抜 き ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態

で は 、 各 鋼 桁 ２ の 位 置 に 対 応 し て 、 鋼 桁 ２ の 桁 軸 に 沿 っ た ３ つ の 箱 抜 き ３ １ が ２ 列 並 設 さ

れ て い る 。 各 箱 抜 き ３ １ の 列 は 、 鋼 桁 ２ の 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 外 側 に 形 成 さ れ て い る （ 図 ２

（ ａ ） 参 照 ） 。 す な わ ち 、 桁 軸 と 交 差 す る 方 向 で 隣 り 合 う 箱 抜 き ３ １ ， ３ １ は 、 図 ２ （ ａ

） に 示 す よ う に 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 箱 抜 き ３ １ は

、 平 面 視 矩 形 状 の 開 口 で あ っ て 、 床 版 ３ を 上 下 に 貫 通 し て い る 。

　 ま た 、 床 版 ３ に は 、 隣 接 す る 他 の 床 版 ３ と の 接 合 部 に 、 継 手 部 ３ ２ ， ３ ２ ， … が 形 成 さ

れ て い る 。 継 手 部 ３ ２ は 、 床 版 ３ の 縁 に 形 成 さ れ た 凹 部 で あ っ て 、 床 版 ３ 同 士 を 付 き 合 わ

せ た 際 に 、 平 面 視 矩 形 状 の 凹 部 （ 箱 抜 き ） が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 継

手 部 ３ ２ の 構 成 （ 形 状 や 配 置 等 ） は 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 継 手 部 ３ ２ は 必 要 に

応 じ て 形 成 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 固 定 部 材 ４ は 、 鋼 桁 ２ と 床 版 ３ と の 接 合 部 に 配 置 さ れ て い る 。

　 固 定 部 材 ４ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 本 体 ４ ０ と 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ と を 備

え て い る 。

　 本 実 施 形 態 の 固 定 部 材 本 体 ４ ０ は 、 鋼 桁 ２ の ウ ェ ブ ２ ３ の 側 面 に 固 定 さ れ た 固 定 片 ４ ３

お よ び 固 定 片 ４ ３ （ ウ ェ ブ ２ ３ ） と 交 差 す る 方 向 に 延 設 さ れ た 上 片 ４ ２ を 備 え た い わ ゆ る

山 形 鋼 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 固 定 部 材 本 体 ４ ０ を 構 成 す る 材 料 は 、 鋼 桁 ２ の 上 フ

ラ ン ジ ２ １ と ウ ェ ブ ２ ３ と の 角 部 （ 角 付 近 ） に 固 定 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 限 定 さ れ る も

の で は な く 、 例 え ば 溝 形 鋼 に よ り 構 成 し て も よ い 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 ウ ェ ブ ２ ３ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 一 対 の 固 定 部 材 ４ ， ４ を 配 置 し 、

両 固 定 部 材 ４ ， ４ の 固 定 片 ４ ３ 同 士 を 、 ウ ェ ブ ２ ３ を 貫 通 し た ボ ル ト ４ ４ に よ り 固 定 し て

い る 。 ま た 、 固 定 部 材 ４ を 固 定 す る た め に 使 用 す る ボ ル ト ４ ４ の 本 数 や 配 置 は 限 定 さ れ る

も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 片 ４ ２ は 、 固 定 片 ４ ３ の 上 フ ラ ン ジ ２ １ 側 の 端 部 か ら 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 面 に 沿 っ

て 延 設 さ れ て い る 。 上 片 ４ ２ の 上 面 は 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 面 と の 間 に 隙 間 を 有 し て い て

も よ い し 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 面 に 当 接 し て い て も よ い 。

　 上 片 ４ ２ の 先 端 部 は 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 側 端 よ り も 外 側 に 突 出 し て い て 、 床 版 ３ の 箱 抜

き ３ １ の 下 方 に 位 置 し て い る 。

　 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ は 、 上 片 ４ ２ の 先 端 部 上 面 に 立 設 さ れ て い て 、 箱 抜 き ３ １ に 挿 入 さ れ
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て い る 。 本 実 施 形 態 の 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ は 、 床 版 ３ の 厚 さ の １ ／ ２ 程 度 以 上 の 高 さ を 有 し

て い て 、 上 端 が 床 版 ３ の 高 さ 方 向 中 間 部 よ り も 上 側 に 位 置 し て い る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ と し て 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 孔 あ き 鋼 板 ジ ベ ル

を 採 用 す る 。 な お 、 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ の 形 状 寸 法 は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 床 版 接 合 構 造 １ を 利 用 し た 床 版 更 新 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 床 版 更 新 方 法 は 、 撤 去 工 程 と 、 固 定 部 材 取 付 工 程 と 、 床 版 載 置 工 程 と を 備 え て い る 。

　 撤 去 工 程 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 鋼 桁 ２ の 上 面 に 固 定 さ れ た 既 設 床 版 ３ ａ を 撤 去

す る 工 程 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 コ ン ク リ ー ト ブ レ ー カ ー Ｍ を 使 用 し て 、 既 設 床 版 ３ ａ を 破 砕 す る こ と

で 、 既 設 床 版 ３ ａ を 撤 去 す る 。 こ の と き 、 鋼 桁 ２ の 上 面 に 突 設 さ れ た 接 合 用 ジ ベ ル ４ ａ も

既 設 床 版 ３ ａ と と も に 撤 去 す る 。 な お 、 既 設 床 版 ３ ａ の 撤 去 方 法 は 限 定 さ れ る も の で は な

い 。 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト カ ッ タ ー を 利 用 し て 複 数 に 分 割 し て 撤 去 し て も よ い し 、 ワ イ ヤ

ー ソ ー 等 に よ り 鋼 桁 ２ と の 接 合 部 を 切 断 す る こ と に よ り 撤 去 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 固 定 部 材 取 付 工 程 は 、 鋼 桁 ２ に 固 定 部 材 ４ を 固 定 す る 工 程 で あ る 。

　 固 定 部 材 ４ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 鋼 桁 ２ の 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 面 と ウ ェ ブ ２ ２

の 側 面 と の 角 部 に 固 定 す る 。 す な わ ち 、 固 定 部 材 ４ は 、 上 片 ４ ２ を 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 下 面

と 平 行 に 配 置 す る と と も に 、 固 定 片 ４ ３ を ウ ェ ブ ２ ２ に 当 接 さ せ た 状 態 で 固 定 す る 。

　 な お 、 ウ ェ ブ ２ ２ に は 、 ボ ル ト ４ ４ を 挿 通 す る た め の 貫 通 孔 を 予 め 形 成 し て お く 。

　 本 実 施 形 態 で は 、 一 対 の 固 定 部 材 ４ ， ４ を 、 ウ ェ ブ ２ ２ を 挟 ん で 対 向 す る よ う に 添 設 し

、 こ れ ら の 固 定 部 材 ４ ， ４ お よ び ウ ェ ブ ２ ２ を 貫 通 す る ボ ル ト ４ ４ に ナ ッ ト ４ ５ を 締 着 す

る こ と で 、 固 定 部 材 ４ ， ４ を 鋼 桁 ２ に 固 定 す る 。

　 固 定 部 材 ４ ， ４ を 鋼 桁 ２ に 固 定 す る と 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 各 固 定 部 材 ４ の 接 合

用 ジ ベ ル ４ １ が 、 上 フ ラ ン ジ ２ １ の 側 方 に お い て 、 上 向 き に 突 出 し た 状 態 と な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 床 版 載 置 工 程 は 、 鋼 桁 ２ の 上 フ ラ ン ジ ２ １ に 床 版 ３ を 載 置 す る 工 程 で あ る 。

　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 床 版 ３ は 、 下 面 に お い て 開 口 す る （ 床 版 ３ を 貫 通 す る ） 箱 抜

き ３ １ に 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ が 挿 入 さ れ る よ う に 、 載 置 す る 。

　 床 版 ３ を 載 置 し た ら 、 箱 抜 き ３ １ お よ び 継 手 部 ３ ２ 内 に 充 填 材 ５ を 充 填 す る （ 図 ２ （ ａ

） 参 照 ） 。 な お 、 充 填 材 を 構 成 す る 材 料 は 、 硬 化 し て 所 定 の 強 度 を 発 現 す る も の で あ れ ば

限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 モ ル タ ル を 使 用 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 実 施 形 態 の 床 版 接 合 構 造 １ お よ び 床 版 更 新 方 法 に よ れ ば 、 固 定 部 材 ４ ， ４ ， … を 介 し

て 鋼 桁 ２ と 床 版 ３ と を 接 合 す る た め 、 鋼 桁 ２ の 上 面 に 新 た に 接 合 用 ジ ベ ル を 形 成 す る 必 要

が な い 。 そ の た め 、 既 設 床 版 撤 去 後 の 鋼 桁 ２ の 上 面 の ケ レ ン 作 業 や 接 合 用 ジ ベ ル の 設 置 作

業 に 要 す る 手 間 を 省 略 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 一 対 の 固 定 部 材 ４ ， ４ を ウ ェ ブ ２ ３ を 挟 ん で 対 向 さ せ た 状 態 で ボ ル ト 接 合 す る た

め 、 固 定 部 材 ４ ， ４ を 固 定 す る た め の 固 定 手 段 を 別 途 用 い る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 材 料

費 お よ び 施 工 時 の 手 間 の 低 減 化 が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 床 版 ３ は 、 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ ， ４ １ ， … が 箱 抜 き ３ １ ， ３ １ ， … に 挿 入 さ れ る よ

う に 配 置 す れ ば よ い た め 、 床 版 ３ の 位 置 決 め が 容 易 と な り 、 施 工 性 に 優 れ て い る 。

　 鋼 桁 ２ の ウ ェ ブ ２ ３ に は 、 ボ ル ト ４ ４ を 挿 通 す る た め の 貫 通 孔 を 形 成 す る が 、 ウ ェ ブ ２

３ は 、 両 面 か ら 挟 持 す る よ う に 配 設 さ れ た 固 定 部 材 ４ ， ４ の 固 定 片 ４ ３ ， ４ ３ に よ り 補 強

さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は 、 前 述 の 実 施 形 態 に

限 ら れ ず 、 前 記 の 各 構 成 要 素 に つ い て は 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適 宜 変 更 が

可 能 で あ る 。

　 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 鋼 桁 ２ の 桁 軸 に 沿 っ て 、 複 数 の 固 定 部 材 ４ ， ４ ， … を 設 置
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す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 ４ は 、 桁 軸 に 沿 っ て 連 続 し た

部 材 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 固 定 部 材 ４ の 固 定 部 材 本 体 ４ ０ と し て 、 桁 軸 に 沿 っ て 連

続 し た 形 鋼 材 を 使 用 し て も よ い 。 こ の 固 定 部 材 ４ に よ れ ば 、 鋼 桁 ２ （ 上 フ ラ ン ジ ２ １ ） の

補 強 部 材 と し て も 機 能 す る 。 そ の た め 、 床 版 ３ の 更 新 に 伴 い 、 鋼 桁 ２ に 作 用 す る 力 が 増 加

し た 場 合 で あ っ て も 、 所 望 の 耐 力 を 発 現 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 固 定 部 材 ４ の 接 合 用 ジ ベ ル と し て 、 孔 あ き 鋼 板 ジ ベ ル を 採 用

し た が 、 接 合 用 ジ ベ ル を 構 成 す る 材 料 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ

う に 、 ス タ ッ ド ジ ベ ル に よ り 構 成 し て も よ い 。

　 固 定 部 材 ４ は 、 工 場 製 作 し た も の を 搬 入 し て 使 用 し て も よ い し 、 現 地 に て 形 鋼 材 に 接 合

用 ジ ベ ル ４ １ を 溶 接 し て 製 作 し て も よ い 。 な お 、 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ と 固 定 部 材 本 体 ４ ０ と

の 接 合 方 法 は 限 定 さ れ な い 。

　 床 版 ３ の 箱 抜 き ３ １ は 、 接 合 用 ジ ベ ル ４ １ の 挿 入 が 可 能 と な る よ う に 、 下 側 が 開 口 し て

い れ ば よ く 、 必 ず し も 床 版 ３ を 貫 通 し て い る 必 要 は な い 。

　 鋼 桁 ２ と 床 版 ３ と の 間 に は 、 必 要 に 応 じ て 間 詰 材 を 介 設 す る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 １ 　 　 床 版 接 合 構 造

　 ２ 　 　 鋼 桁

　 ２ １ 　 上 フ ラ ン ジ （ 上 側 の フ ラ ン ジ ）

　 ２ ２ 　 下 フ ラ ン ジ

　 ２ ３ 　 ウ ェ ブ

　 ３ 　 　 床 版 （ 新 設 床 版 ）

　 ３ １ 　 箱 抜 き

　 ４ 　 　 固 定 部 材

　 ４ １ 　 接 合 用 ジ ベ ル

　 ４ ２ 　 上 片

　 ４ ３ 　 固 定 片

　 ４ ４ 　 ボ ル ト

　 ４ ５ 　 ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】



(8) JP  6754219  B2  2020.9.9

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　石原　陽介

　　　　　　東京都千代田区霞が関一丁目４番１号　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　北村　健

　　　　　　東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号　大成建設株式会社内

(72)発明者　岩崎　郁夫

　　　　　　東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号　大成建設株式会社内

(72)発明者　相浦　聡

　　　　　　東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号　大成建設株式会社内

　　審査官　富士　春奈

(56)参考文献　特開２０１３－１８５３９８（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０８－００３９３３（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－２５６４３０（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平０９－２７３１１６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００４－１１６１３９（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００８－２８０６８３（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００９－０７９４０１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００３－０５５９１６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００２－３３２６０９（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００７－２３９３６５（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　米国特許第０４９７２５３７（ＵＳ，Ａ）　　　

　　　　　　　実公昭５４－３１７７３（ＪＰ，Ｙ２）　　

　　　　　　　特開２００５－７６２８９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ１／００－２４／００

　　　　　　　Ｅ０４Ｂ１／３８－１／６１

　　　　　　　　　　　５／００－５／４８


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

